
新学術 1 斑 2009 年度 経過報告と今後の予定 
2009. 07. 11  岩下明裕 

2009 年 
5 月 8 日 スラブ研・ブルッキングス共催シンポ（ワシントン）：日本国際交流基金助成 
     「日米同盟：北東アジアを越えて」〔web 報告書：ブルッキングス HP（英文）： 

SRC レポート第 3 号：SRCHP（和文）〕 
報告：中居（中国）・吉田（インド）・宇山（中央アジア） 
参加：岩下・ウルフ・田畑 
 

5-6 月  冷戦史関連シンポジウム（ワシントン） 
     報告・参加：ウルフ・吉田 
 
7 月 10 日 シンポ第 4 セッション「引き裂かれたユーラシア：作られた国境をめぐって」 
     インド（スリナガル）・パキスタン（ペシャワル）・アフガニスタンから招待 

司会：吉田 討論：広瀬崇子・伊藤 （GCOE「境界研究の拠点形成」後援） 
                 →“Border Studies”創刊号に成果収録 
 

7 月 22 日 スラブ研・笹川平和財団共催シンポ（東京）： 
     「エネルギーの対ロ依存は危ういか？：存在感を増すロシア外交」 
      組織：田畑・岩下  横手慎二    →SRCレポート第 4 号 
 
10 月 24 日 中東学会主催・スラブ研後援シンポ（札幌） 
     「中東と中央ユーラシア：資源、民族、イスラーム」 

組織：宇山（報告）・岩下（討論） 
 

11 月 7 日 国際政治学会（神戸） 午前中 組織：中居・岩下 
     部会「ユーラシア地域大国外交の比較分析：ロシア、中国、インド」 
     司会 木村汎 報告 兵頭慎治、渡辺紫乃、伊藤融  

討論 片原栄一 岡部達味    →ペーパーの刊行は別途、考慮中 
 

12 月 19 日 GCOE・SRC 国際シンポジウム（札幌） 
「世界のボーダー・スタディズとの邂逅」（仮題） 

      世界の 3 組織の代表を招請 
Emmanuel Brunet-Jailly （ABS ヴィクトリア大学：カナダ） 
Ilkka Liikanen （BRIT ユエンスー大学：フィンランド） 
Martin Pratt （IBRU ダーラム大学：英国） 
国際法課長講演       →“Border Studies”創刊号に成果収録 

 
1 月下旬 – 2 月上旬 ユーラシアに関する日中専門家対話 （北京：計画中） 

組織 岩下・田畑 
 


